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毎月２回1日・15日発行 串間市の財政事情をお知らせします
新年のごあいさつ特

集
1

特
集
２

大平小・大束小・大束中　３校合同持久走大会

元気にスタートだ!!



議　会 行　政

平成
27年
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
ず
、
昨
年
７
月
に
行
わ
れ
ま
し
た

市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
民
の

皆
様
か
ら
多
大
な
る
ご
支
持
を
い
た
だ

き
、
第
17
代
串
間
市
長
と
し
て
再
選
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
再
び
市
政
の

か
じ
取
り
を
担
う
こ
と
と
な
り
、
改
め

て
そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
い
た
す
と

と
も
に
、
さ
ら
な
る
市
政
発
展
の
た
め

最
善
の
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
市
制
施
行
60
周
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
良
き
記
念
の
年
を
市
民
の
皆
様
と

一
緒
に
祝
う
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ
ん

感
激
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
末
に
安
倍
政
権
が
進
め

る
経
済
政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
継
続

の
是
非
な
ど
を
争
点
と
し
て
行
わ
れ
た

衆
議
院
の
解
散
総
選
挙
は
、
自
民
党
単

独
で
の
絶
対
安
定
多
数
を
確
保
し
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
継
続
の
審
判
が
下
さ
れ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
す
が
、
効
果
が
な
か

な
か
実
感
で
き
な
い
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
、

本
年
こ
そ
は
地
方
ま
で
波
及
さ
れ
る
こ

と
を
切
に
願
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

国
内
の
情
勢
に
お
き
ま
し
て
は
、
日

本
創
成
会
議
が
発
表
し
た
人
口
減
少
問

題
に
お
い
て
「
消
滅
自
治
体
」
の
可
能

性
を
示
す
試
算
発
表
が
な
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
政
府
は
「
地
方
創
生
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
方
の
活
性
化
と
人
口

減
対
策
の
た
め
の
総
合
戦
略
策
定
に
乗

り
出
し
て
お
り
、
本
市
に
お
き
ま
し
て

も
地
方
創
生
の
取
組
は
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
問
題
は
１
つ
の
市
で
は
解

決
で
き
な
い
問
題
で
あ
り
、
国
と
地
方

自
治
体
が
一
丸
と
な
っ
て
対
応
す
べ
き

課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
「
地
方

創
生
」
を
本
市
の
少
子
化
・
人
口
減
少

対
策
な
ら
び
に
経
済
産
業
活
性
化
の
最

重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
国
が
創
設
予

定
の
「
地
方
創
生
特
区
」
の
指
定
を
目

指
す
と
と
も
に
、
市
の
各
課
横
断
的
な

取
組
体
制
を
整
備
す
る
た
め
「
串
間
市

地
域
創
生
対
策
推
進
委
員
会
」
を
設
置

し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
効
果
的
な
事

業
を
職
員
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
春
を

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
迎
え
る
こ
と
が

で
き
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
、
市
制
施
行
60
周
年
を

迎
え
、
記
念
式
典
な
ど
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
、
市
民
の
皆
様
方
と
と
も
に
お
祝

い
し
、
更
な
る
串
間
市
の
発
展
を
誓
い

ま
し
た
。

　

ま
た
東
九
州
自
動
車
道
（
日
南
～
串

間
～
志
布
志
間
）
の
全
線
自
動
車
専
用

道
の
決
定
、
中
学
校
再
編
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
、
さ
ら
に
は

小
・
中
・
高
生
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

弓
道
、
和
太
鼓
な
ど
全
国
大
会
で
の
活

躍
も
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
は
広
島
市

の
土
砂
災
害
、
御
嶽
山
の
噴
火
な
ど
、

各
地
で
天
変
地
異
に
よ
る
災
害
が
相
次

い
で
発
生
し
、
多
く
の
生
命
、
財
産
が

奪
わ
れ
、
危
機
管
理
体
制
の
整
備
を
痛

感
し
た
１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
国
に
あ
っ
て
は
安
倍
政
権
発
足

後
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
な
る
経
済
政
策
の

３
本
の
矢
が
は
な
た
れ
ま
し
た
が
、
地

方
に
お
け
る
景
気
回
復
ま
で
は
射
抜
け

な
か
っ
た
感
が
し
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
衆
議
院
の
解
散

に
よ
る
総
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
国
民
の

多
く
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
継
続
を
選
択

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
地
方
が

実
感
す
る
景
気
回
復
策
を
強
く
望
む
も

の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
串
間
市

の
取
り
組
む
べ
き
課
題
も
、
景
気
・
雇

用
対
策
は
も
と
よ
り
、
財
政
健
全
化
、

ま
ち
づ
く
り
対
策
、
環
境
対
策
、
教
育

や
福
祉
・
医
療
の
充
実
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。
市
議
会
と
し
て
も
、

こ
の
よ
う
な
課
題
を
見
据
え
、
安
全
・

安
心
を
実
感
で
き
る
串
間
市
づ
く
り
の

た
め
、
行
政
は
も
と
よ
り
市
民
の
皆
様

と
協
働
し
な
が
ら
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
議
会
報
告
会
を
は
じ
め
、
自
治

会
連
合
会
や
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換

会
等
も
行
い
な
が
ら
「
市
民
に
信
頼
さ

れ
、
役
立
つ
議
会
づ
く
り
」
を
基
本
理

念
と
し
、
「
開
か
れ
た
議
会
」
「
市
民

と
の
連
携
」
「
継
続
的
な
議
会
改
革
」

に
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
市
議
会
議
員
選
挙
の
年
で
、

議
員
定
数
も
１５
人
（
２
人
減
）
と
な
り

ま
す
。
二
元
代
表
制
で
の
議
決
機
関
と

し
て
の
責
務
を
再
認
識
し
、
更
な
る
努

力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
串
間
市
の
発
展
と
市
民
の

皆
様
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「地方創生」の
　　　　実現を目指して 

串間市長　野辺修光

「市民に信頼される
　　　　議会」を目指して

串間市議会議長　田上俊光

串
間
市
長
あ
い
さ
つ

串
間
市
議
長
あ
い
さ
つ



串間市の財政 事情を
お知らせ します　　

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
3
第
1
項

お
よ
び
串
間
市
「
財
政
事
情
」
の
作
成

お
よ
び
公
表
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
25
年
度
決
算
状
況
な
ら
び
に

平
成
26
年
度
上
半
期(

平
成
26
年
4
月
1
日
～

平
成
26
年
9
月
30
日)

の
財
政
事
情
を

次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

実
質
４
４
８
，
８
１
６
千
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

歳 入
117億2,542万4千円

歳 出
112億7,640万8千円

地方交付税
52億5,627万5千円（44.9％）

民生費
38億9,506万円（34.5％）

繰入金
 1億5,039万8千円（1.3％）教育費

7億2,265万3千円（6.4％）

県支出金
9億2,319万8千円（7.9％）土木費

9億6,164万9千円（8.5％）

国庫支出金
17億5,001万1千円（14.9％）商工費

3億5,319万2千円（3.1％）

使用料および手数料
1億5,561万3千円（1.3％）

農林水産業費
5億8,694万8千円（5.2％）

分担金および負担金
1億4,359万4千円（1.2％）

衛生費
9億9,823万7千円（8.9％）

諸収入
 2億2,448万7千円（1.9％）災害復旧費

4,992万2千円（0.5％）

市債
7億5,169万8千円（6.4％）

公債費
11億9,211万5千円（10.6％）

その他
8億21万円（6.8％）

その他
6億5,888万7千円（5.8％）

市税
15億6,994万円（13.4％）

総務費
18億5,774万5千円（16.5％）

わたしたちの税金は、
さまざまなことに

活用されています。
一人ひとりが関心を持って、

よりよい串間市を
築いていきましょう。

■平成25年度決算概要
　平成25年度一般会計の決算額は、歳入総額11,725,424千円（対前
年度比　0.7％減)に対し、歳出総額 11,276,408千円（対前年度比　
0.9％減）となり、差引449,016千円、実質448,816千円の黒字となり
ました。
　また、自治体の財政状況を示す数値、経常収支比率は  91.8％、
公債費負担比率は 14.0％となりました。
　予算の効率的な執行に努め、消防救急デジタル無線設備整備事業、
緊急対策道路整備事業などを行いました。
　また、特別会計の決算見込額の状況は次のとおりです。

科　目 内容（行政では） 内容（家庭では）
市　　　税 市民税・固定資産税・たばこ税など

給　　料分担金および負担金 福祉施設（老人ホーム・保育園など）の利用負担金など

使用料および手数料 市営住宅や施設の使用料、戸籍や諸証明などの手数料、
ごみ処理などの手数料

地方交付税 市の財政力に応じて国から交付される税金
親の援助

自由に使えるお金
国庫支出金 市が行う事務事業に対する国からの負担金や補助金 使い道の

決められたお金県 支 出 金 市が行う事務事業に対する県からの負担金や補助金
繰 入 金 減債基金などの基金からの繰入金など 預金の取り崩しなど
諸 収 入 貸付金の元利収入や延滞金など その他の収入
市　　　債 大きな事業を行うときに借りるお金 ローンの借り入れ

科　目 内容（行政では） 内容（家庭では） 一人当たりの
支出額(円)

総 務 費 庁舎などの管理費、広報費、徴税費、戸籍・住民基本台帳費、選挙などの経費 生活費 91,754
民 生 費 障がい者、高齢者、児童、生活保護など社会福祉の経費 老人ホーム・保育園費 192,377
衛 生 費 市民の健康保持（健診事業）など保健衛生やごみ・し尿処理などにかかる経費 医療費など 49,303

農林水産業費 農業、林業、畜産業、水産業などにかかる経費 その他 28,989
商 工 費 商工業の振興や雇用対策、観光振興などにかかる経費 その他 17,444
土 木 費 都市計画整備、道路、橋りょう、河川、公園などの整備にかかる経費 家屋などの新増改築費 47,496
教 育 費 小中学校など学校教育やスポーツ施設、公民館、図書館など社会教育にかかる経費 塾の月謝、習い事などの経費 35,692
災害復旧費 災害により受けた被害の復旧にかかる経費 台風などによる家屋などの補修費 2,466
公 債 費 借入金（市の借金）の元金や利子の返済分 ローンの返済 58,879
そ の 他 議会運営にかかる経費や、消防・救急・防災活動にかかる経費など その他 32,542

串間市の歳出（目的別）を家庭に置き換えてみると… 串間市の歳入（目的別）を家庭に置き換えてみると…
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区　　分 支出済額
（千円）

構成比
（％）

市民一人
当り（円） 区  分 支出済額 

（千円）
構成比 
（％）

人 件 費 2,140,399 19.0 105,714 
義務的
経費 5,626,936 49.9 扶 助 費 2,294,422 20.3 113,322 

公 債 費 1,192,115 10.6 58,879 
物 件 費 1,436,463 12.7 70,947 

その他 4,164,777 36.9 
補助費等 674,502 6.0 33,314 
積 立 金 508,481 4.5 25,114 
繰 出 金 1,328,677 11.8 65,623 

投資・出資・貸付等 216,654 1.9 10,700 
普通建設事業費 1,455,621 12.9 71,893 投資的

経費 1,484,695 13.2 災害復旧・失業対策 29,074 0.3 1,436 
合　　計 11,276,408 100.0 556,942 合　計 11,276,408 100.0 

区　分 数量および金額

土　　地 3,589,243.29㎡
建　　物 134,501.96㎡
山　　林 976.85ha

有 価 証 券 1,915千円
出資による権利 59,688千円

債　　権 108,419千円
物　　権 50,985千円
基　　金 3,806,954千円

区　分 借入残高
（千円）

構成比
（％）

土 木 債 688,237 7.4 
教 育 債 262,959 2.8 
過 疎 債 2,408,212 25.7 

農林水産業債 188,045 2.0 
災害復旧債 150,591 1.6 
衛 生 債 39,327 0.4 

公営住宅債 413,836 4.4 
そ の 他 5,221,410 55.7 
合　　計 9,372,617 100.0 

区　　分 収入済額
（千円）

支出済額
（千円）

国民健康保険特別会計（事業勘定） 3,655,049 3,476,452 
後期高齢者医療特別会計 625,060 619,690 
簡易水道特別会計 153,799 153,249 
農業集落排水事業特別会計 39,362 38,796 
公共下水道事業特別会計 181,023 219,028 
漁業集落排水事業特別会計 1,898 1,859 
物品特別会計 47,227 47,227 

介護保険特別会計 (事業勘定) 2,537,271 2,476,411 
（サービス事業勘定） 23,090 21,570 

市木診療所特別会計 66,613 64,840 
合　　　計 7,330,392 7,119,122 

区　　分 　金額（円）

水道
事業

収益的 収入（税抜き） 366,855,107 
支出（税抜き） 328,379,147 

資本的 収入（税込み） 9,928,000 
支出（税込み） 218,612,481 

市民
病院

収益的 収入（税抜き） 1,775,829,206
支出（税抜き） 1,768,039,231

資本的 収入（税込み） 278,317,000
支出（税込み） 405,779,632

一般会計性質別内訳

市有財産の現在高 市債の状況

特別会計

企業会計

【水道】資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額208,684,481
円については、当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額
4,252,712円、過年度分損益勘定留保資金204,431,769円で補てんした。
【病院】資本的収入額が資本的支出額に不足する額127,462,632円は、
過年度分損益勘定留保資金126,962,906円および当年度分消費税および
地方消費税資本的収支調整額499,726円で補てんした。

平成25年度 決算状況

区　　　分 予算現額
(千円)

収入済額
(千円)

収入率
(％)

支出済額
(千円)

執行率
(％)

一 般 会 計 11,714,248 5,864,524 50.1 4,729,827 40.4

特
別
会
計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 3,432,776 1,527,460 44.5 1,395,186 40.6
後期高齢者医療特別会計 664,881 297,727 44.8 218,481 32.9
簡易水道特別会計 260,348 97,295 37.4 70,170 27.0
農業集落排水事業特別会計 38,639 21,280 55.1 16,268 42.1
公共下水道事業特別会計 183,243 113,613 62.0 90,301 49.3
漁業集落排水事業特別会計 2,333 1,618 69.4 1,053 45.1
物品特別会計 68,400 15,454 22.6 13,415 19.6
介護保険特別会計（事業勘定） 2,716,591 1,314,710 48.4 1,064,211 39.2
介護保険特別会計（サービス事業勘定） 1,590 1,528 96.1 0 0.0
市木診療所特別会計 65,925 30,864 46.8 25,847 39.2

小　　計 7,434,726 3,421,549 46.0 2,894,932 38.9
合　　　計 19,148,974 9,286,073 48.5 7,624,759 39.8

区　　　分 予算額（円） 執行済額（円） 執行率（％）

水
道
事
業

収益的 収入 398,790,000 206,883,779 51.88 
支出 373,267,000 178,526,887 47.83 

資本的 収入 138,317,000 6,200,000 4.48 
支出 418,559,000 242,738,625 57.99 

市
民
病
院

収益的 収入 1,927,673,000 899,129,761 46.64
支出 1,927,673,000 825,916,977 42.85

資本的 収入 140,032,000 0 0.00
支出 247,947,000 153,617,520 61.96

歳
　
　
　
　
　
入

区分 予算現額
（千円）

収入済額
（千円）

収入率
（％）

市税 1,559,825 923,011 59.2
地方交付税 4,958,526 3,397,316 68.5
国庫支出金 1,617,506 584,730 36.2
県支出金 1,092,308 162,575 14.9
繰入金 487,008 0 0.0
諸収入 208,316 19,647 9.4
市債 953,394 28,900 3.0

その他 837,365 748,345 89.4
合計 11,714,248 5,864,524 50.1

歳
　
　
　
　
　
出

区分 予算現額
（千円）

支出済額
（千円）

執行率
（％）

総務費 1,846,604 551,725 29.9
民生費 4,163,310 1,954,274 46.9

農林水産業費 803,504 201,706 25.1
土木費 950,364 283,351 29.8
教育費 761,211 312,933 41.1

災害復旧費 101,658 13,423 13.2
公債費 1,163,797 585,410 50.3
その他 1,923,800 827,005 43.0
合計 11,714,248 4,729,827 40.4

歳入歳出予算執行状況

企業会計（26年度上半期）

一般会計予算執行状況
平成26年度 上半期予算執行状況 （平成25年度からの繰越事業を含む）（平成26年９月30日 現在）

学校再編だより
第
１
回 

串
間
市
新
し
い
中
学
校

づ
く
り
推
進
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た

　

11
月
12
日
、
中
央
公
民
館
で
、
串
間
市

新
し
い
中
学
校
づ
く
り
推
進
委
員
会
を
開

催
し
、
20
名
の
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
新
た
に
設
置
す
る
再
編

統
合
中
学
校
の
設
立
準
備
を
円
滑
に
進
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

さ
ら
に
充
実
し
た
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
左
表
の
７
部
会
（
表
１
）
を
設

置
し
、
よ
り
専
門
的
に
調
査
検
討
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　
串
間
市
立
の
６
中
学
校
が
統
合
し
、

平
成
29
年
４
月
１
日
に
新
し
い
中
学
校

が
開
校
し
ま
す
。
新
し
い
中
学
校
が
市

民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
、
夢
や
希
望

が
あ
り
、
生
徒
が
誇
り
を
も
っ
て
呼
べ

る
学
校
名
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
要
項

（
１�

）
学
校
名
は
、
漢
字
、
ひ
ら
が
な
、

カ
タ
カ
ナ
の
み
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

（
２�

）
一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す

が
、
同
一
の
学
校
名
は
１
点
と
し

ま
す
。

（
３�

）
応
募
用
紙
ま
た
は
ハ
ガ
キ
１
枚

に
つ
き
１
点
の
み
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

（
４�

）
学
校
名
は
、次
の
点
を
考
慮
の
上

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

・�

６
校
を
統
合
す
る
こ
と
か
ら
、
串
間

市
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
て
お

り
、
将
来
に
わ
た
り
市
民
に
親
し
ま

れ
愛
さ
れ
る
も
の
。

●
応
募
資
格

（
１�

）
串
間
市
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

（
２�

）
串
間
市
内
に
勤
務
お
よ
び
在
学

さ
れ
て
い
る
方

（
３�

）
現
在
市
外
に
居
住
さ
れ
て
い
る

方
で
、
串
間
出
身
者
や
串
間
に
関

心
の
あ
る
方

●��
応
募
期
間
＝
平
成
27
年
１
月
７
日

（
水
）
か
ら
２
月
20
日
（
金
）
必
着

●�

応
募
方
法

（
１�

）
所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
ハ
ガ

キ
、
電
子
メ
ー
ル
に
て
、
新
し
い
中

学
校
名
、
簡
単
な
説
明
と
応
募
者

の
住
所
ま
た
は
学
校
名
、
学
年
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

（
２�

）
応
募
用
紙
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
（
応
募
用
紙
を
コ
ピ
ー
し
た
り
、

便
箋
な
ど
に
記
入
し
て
提
出
し
て

も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。

●�

選
定
方
法
お
よ
び
発
表

（
１�

）
串
間
市
新
し
い
中
学
校
づ
く
り

推
進
委
員
会
で
選
定
し
、
教
育
委

員
会
で
決
定
し
ま
す
。

（
２�

）
選
定
経
過
お
よ
び
結
果
は
、学
校

再
編
だ
よ
り
、
広
報
紙
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
表
し
ま
す
。

※�

必
ず
し
も
応
募
数
が
多
い
も
の
を
学

校
名
と
し
て
決
定
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●�

そ
の
他

（
１�

）
応
募
さ
れ
た
学
校
名
に
関
す
る

一
切
の
権
利
は
、
串
間
市
教
育
委

員
会
に
属
し
ま
す
。

（
２�

）
記
載
さ
れ
た
住
所
、氏
名
等
の
個

人
情
報
は
、
こ
の
目
的
以
外
に
は

使
用
し
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
採
用

さ
れ
た
学
校
名
の
作
者
は
、
本
人

の
了
解
を
得
て
学
校
再
編
だ
よ
り

等
で
公
表
し
ま
す
。

第2号

串
間
市
統
合
中
学
校
の 

新
し
い
学
校
名
を 

募
集
し
ま
す

応募・問い合わせ先
串間市教育委員会学校政策課
〒８８８－８５５５ 串間市大字西方５５５０番地
  ☎  ０９８７‐72‐１１１１
 ＦＡＸ０９８７‐71‐１０１５
E-mail gako@city.kushima.lg.jp

表１　串間市新しい中学校づくり推進委員会　部会一覧
部　会 部　員 調査検討事項

総務部会

中学校長 校名、校章、校訓、校
章旗、校歌、制服、か
ばん、閉校および開校
式典、広報活動など

小学校長代表
中学校教頭代表

小中学校ＰＴＡ代表

教務部会

中学校長代表
教育課程の編成方針、
学 校 行 事、学 級 編 成、
交流学習など

中学校教頭代表
高等学校教務主任
中学校教務主任
小学校教務主任 小学校交流学習など

生徒指導部会

中学校長代表 生徒心得、校則、生徒
手帳、生徒会組織、生
徒会の交流計画、通学
路、通学方法、通学靴、
上履きなど

中学校教頭代表
中学校生徒指導主事
中学校ＰＴＡ代表

保健体育部会

中学校長代表 運動施設の利活用計画、
部活動の調整、部活後援
会の調整、体育服・靴、
ジャージなど

中学校教頭代表
中学校体育主任

中学校ＰＴＡ代表

庶務部会
中学校長代表 備品廃棄、備品購入計

画、保存文書類の整理、
諸表簿の購入計画など

中学校教頭代表
中学校事務職員

図書部会
中学校長代表 学校図書の整理および

廃棄など中学校図書主任
または司書教諭

ＰＴＡ部会 中学校教頭代表 ＰＴＡ組織、規約、部
活動後援会など中学校ＰＴＡ代表
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「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
＆
楽
し
く
」を
モ
ッ
ト
ー
に

楽
し
く
バ
ス
ケ
を
　
公
式
戦
目
指
し
て

宮崎牛とネギもトッピ
ング

種まきから子どもたちが大活躍。おいしいそばが出来ました。

モモちゃんずの練習風景。週２回の練習を行っています。

地
区
の“
絆
”が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ

た『
そ
ば
』。高
松
農
用
地
利
用

改
善
組
合
（
清し

水み
ず

達た
つ

次じ

組
合
長
、
71

名
）
の
皆
さ
ん
の
『
そ
ば
打
ち
体
験
』

に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

今
回
の
『
そ
ば
打
ち
』
は
ひ
と
味
違

い
ま
す
。
な
ん
と
、
種
ま
き
か
ら
脱
穀

ま
で
、
地
区
の
皆
さ
ん
で
大
事
に
育
て

た
そ
ば
粉
を
使
っ
て
い
ま
す
。
８
月
下

旬
に
種
ま
き
、
そ
の
後
、
刈
り
取
り
、

脱
穀
作
業
を
終
え
、
約
30
キ
ロ
を
収
穫

し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
待
ち
に
待
っ
た
『
そ
ば
打

ち
』
の
日
。
麺
は
も
ち
ろ
ん
そ
ば
粉
１

０
０
％
使
用
。
食
育
推
進
リ
ー
ダ
ー
の

清
水
美
鈴
さ
ん
は
「
そ
ば
粉
だ
け
で
も

お
い
し
い
け
ど
、
そ
ば
粉
８
に
対
し
て

小
麦
粉
２
の
つ
な
ぎ
を
加
え
る
二に

八は
ち
そ

ば
だ
と
子
ど
も
で
も
作
り
や
す
い
。
ま

た
、
打
っ
て
す
ぐ
に
ゆ
で
る
と
、
麺
が

ブ
ツ
ブ
ツ
切
れ
に
く
い
み
た
い
ね
」
と

コ
ツ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

ダ
シ
の
決
め
手
は
地
域
の
方
が
育
て
た

新
鮮
な
「
地
鶏
」
だ
そ
う
。
干
し
シ
イ

タ
ケ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ゴ
ボ
ウ
、
厚
揚
げ

な
ど
の
う
ま
み
も
そ
ば
を
引
き
立
て
ま

す
。
は
じ
め
て
体
験
す
る
子
ど
も
た
ち

は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん

に
習
い
な
が
ら
、
自
分
だ
け
の
そ
ば
づ

く
り
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

清
水
組
合
長
は
「
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
も
っ
と
地
域
の
絆
を
広
め
て
い
き
た

い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

種
ま
き
か
ら
収
穫
、

そ
ば
打
ち
を
体
験
し
ま
し
た

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う・食
べ
よ
う
　
田
舎
そ
ば高松農用地利用改善組合

のみなさん
高松の海でとれた「にがり」を使って豆腐づく
り体験も実施しました。今後も地区の皆さん
で食育や地産地消の心を育てていきたいです。

キ
ュ
ッ
、
キ
ュ
ッ
」。体
育
館
に
バ

ス
ケ
ッ
ト
シ
ュ
ー
ズ
の
擦
れ
る

音
が
響
き
渡
る
―
。
バ
ス
ケ
好
き
の
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
活
動
を
続
け
て
い

る
市
内
唯
一
の
社
会
人
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
モ
モ
ち
ゃ
ん
ず
」。

チ
ー
ム
は
平
成
22
年
に
結
成
さ
れ
、

今
年
で
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。「
市

内
に
チ
ー
ム
も
な
く
、
バ
ス
ケ
が
し
た

く
て
も
で
き
る
環
境
が
な
か
っ
た
」
と

チ
ー
ム
代
表
の
小
林
祐
太
さ
ん
は
当
時

を
振
り
返
り
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。「
バ
ス
ケ
が
し
た
い
」
と
の
思
い

で
、
小
林
代
表
ら
５
名
で
チ
ー
ム
を
作

り
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。
今
で
は
メ
ン

バ
ー
も
13
名
に
増
え
、
週
２
回
の
バ
ス

ケ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

平
成
27
年
の
目
標
は
県
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
に
登
録
し
、
協
会
が
主
催

す
る
公
式
戦
に
出
場
す
る
こ
と
。
公
式

戦
を
目
指
し
、
週
２
回
の
練
習
に
加
え
、

リ
ー
グ
戦
へ
の
参
加
や
練
習
試
合
な
ど

積
極
的
に
試
合
を
重
ね
、
チ
ー
ム
力
を

高
め
て
い
ま
す
。

小
林
代
表
は
「
こ
れ
ま
で
の
活
動
で

チ
ー
ム
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
き
た
。

公
式
戦
に
ど
ん
ど
ん
参
加
し
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
「
串
間

の
バ
ス
ケ
人
口
を
増
や
す
こ
と
も
チ
ー

ム
の
役
割
の
一
つ
」
だ
と
話
し
、
「
バ

ス
ケ
を
や
り
た
い
方
は
上
手
い
下
手
関

係
な
く
、
気
軽
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

バ
ス
ケ
好
き
が
集
ま
る
「
モ
モ
ち
ゃ

ん
ず
」。チ
ー
ム
ワ
ー
ク
＆
楽
し
く
を
モ 

ッ
ト
ー
に
今
日
も
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

モモちゃんずのみなさん
練習は火・木曜日の午後８時
から北方中学校で行っています。
興味のある方は気軽に見にきて
ください。



14

25

36

市
内
の
話
題
や
出
来
事
な
ど
を
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

My
town
topics

●●●●●●●●●●●●

●●●●
●●

●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●

思い出の
広報くしま

元気なかけ声が響きます

園児たちが
もちつき大会

市立千種保育園の園児１１４
名（当時）の皆さんが、昔
ながらの「きね」と「臼」
を使ってもちつき大会を行
いました。年長さんがペッ
タンペッタンともちをつき、
もちを丸めるのは年少さん。
小さくておいしいおもちが
出来ました。～昭和62年12
月発行・広報くしまから～ 

11  Kushima City Public Relations, 2015.1, Japan 広報 　　　　  10

11
月
30
日
、
渚
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
石
波
海
岸
を
き
れ

い
に
し
よ
う
と
市
木
地
区
ふ
れ
あ
い
社
会
福
祉
協
議
会
と
市

木
地
区
自
治
会
が
協
力
し
、
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
市
木
浜

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
』
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
午
前
９
時
か
ら
始
め

ら
れ
た
作
業
に
は
、
地
域
住
民

や
小
・
中
学
生
、
建
設
業
関
係

者
な
ど
約
３
０
０
人
が
参
加
。

約
４
ｋ
ｍ
に
渡
る
石
波
海
岸
を

４
カ
所
に
分
か
れ
、
ご
み
袋
を

手
に
清
掃
を
開
始
す
る
と
、
約

２
時
間
の
清
掃
で
多
く
の
漂
流

物
や
ご
み
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
28
日
、
旧
吉
松
家
住
宅
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
『
紅
葉
の
調

べ
』
が
あ
り
、
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
残
念
な

が
ら
雨
の
た
め
大
広
間
で
の
開
催
。
美
し
く
紅
葉
し
た
モ
ミ

ジ
を
飾
っ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
が

設
け
ら
れ
、
風
情
あ
ふ
れ
る
空

間
に
音
楽
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
と
ピ
ア
ノ
の
融

合
、
そ
し
て
美
し
い
歌
声
が
披

露
さ
れ
る
と
、
観
客
か
ら
は
大

き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

心
地
良
い
音
楽
に
癒
さ
れ
、
の

ん
び
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、

秋
の
夜
は
更
け
て
い
き
ま
し
た
。

12
月
12
日
、
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
男
性
料
理
教
室

『
Kク

シ

メ

ン

ズ

u
s
h
i
m
e
n‘
s
キ
ッ
チ
ン
』
が
行
わ
れ
、
13
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
健
康
増
進
と
料
理
へ
の
関
心
を
高
め
て

も
ら
お
う
と
市
が
定
期
的
に
開

催
し
、
本
年
度
４
回
目
の
開
催
。

メ
ニ
ュ
ー
は
年
の
瀬
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、「
お
そ
ば
」。
食
生

活
改
善
推
進
員
谷た
に

俊と
し

子こ

さ
ん
ら

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
参
加

者
た
ち
は
そ
ば
打
ち
を
楽
し
み

ま
し
た
。
調
理
後
は
み
ん
な
で

協
力
し
て
作
っ
た
そ
ば
を
お
い

し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

11
月
30
日
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
『
第
５
回
こ
ど
も

ま
つ
り
』
が
あ
り
、
約
３
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
（
主
催

：
親
子
リ
ズ
ム
子
育
て
の
会
）。
会
場
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
ハ

イ
ハ
イ
競
争
や
、
手
作
り
お
も

ち
ゃ
の
製
作
や
足
形
手
形
を
取

れ
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら

れ
、
親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
ア
ン

パ
ン
マ
ン
と
バ
イ
キ
ン
マ
ン
が

登
場
。
一
緒
に
踊
り
を
踊
っ
た

り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
子
ど
も

に
大
人
気
。
会
場
は
元
気
な
声

と
笑
顔
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

到
着
し
て
か
ら
の
お
楽
し
み

親
子
で
笑
顔
こ
ど
も
ま
つ
り

11
月
20
日
～
21
日
、
お
お
む
ね
55
歳
以
上
の
高
齢
者
で
構
成

す
る
「
こ
と
ぶ
き
学
園
」
の
17
名
が
、
１
泊
２
日
の
研
修
旅

行
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
も
新
鮮
さ
や
驚
き
を
感
じ
て
も

ら
お
う
と
、
到
着
す
る
ま
で
行

き
先
が
分
か
ら
な
い
ミ
ス
テ
リ

ー
ツ
ア
ー
を
実
施
。
鹿
児
島
県

の
ハ
ン
セ
ン
病
診
療
所
星
塚
敬

愛
園
や
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
が
ん
粒

子
線
治
療
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。
幅
広
い
分

野
で
専
門
的
な
施
設
を
訪
問
で

き
、
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
大

変
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

美
し
い
海
岸
を
守
る
た
め
に

重
要
文
化
財
と
音
楽
の
共
演

ヘ
ル
シ
ー
料
理
で
健
康
的
に

11
月
19
日
～
22
日
の
４
日
間
、
近
畿
大
学
経
営
学
部
・
足あ

立だ
ち

辰た
つ
雄お

教
授
（
環
境
経
営
論
）
と
ゼ
ミ
の
学
生
11
人
が
、
串
間

の
豊
か
な
自
然
、
歴
史
文
化
を
生
か
し
た
学
生
目
線
の
『
エ

コ
ツ
ア
ー
商
品
』
開
発
に
役
立

て
よ
う
と
串
間
市
を
訪
れ
ま
し

た
。
今
回
で
3
度
目
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
定
置
網
漁
や
都

井
岬
、
幸
島
の
視
察
、
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
体
験
。
今
後
、

学
生
た
ち
は
串
間
市
の
歴
史
や

自
然
に
触
れ
あ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
取
り
入
れ
た
エ
コ
ツ
ア
ー
と

し
て
提
案
を
行
う
予
定
で
す
。 

串
間
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

河川清掃の様子

ふるさとの
河川をきれいに

すてきな時間

初めて訪れる場所ばかりで、と
ても勉強になりました。特にハ
ンセン病診療所では、私たちの
認識の違いを痛感しました。私
も周囲の人の誤解を解いていき
たいです。ことぶき学園は月２
回開催しています。皆さんも一
緒に楽しい学習をしませんか？

わくわくな旅 

台風で２度延期になり、やっと
来ることができました。事前に
インターネットなどで調べてき
ましたが、実際に来ると想像以
上に素晴らしい所でした。景色
や星空がとてもきれいで、キャ
ンプ権代で食べた地鶏がおいし
かったです。また来たいですね。

福島地区・寺里

川
か わ

上
か み

 知
ち

津
づ

子
こ

さん

景色がきれい

旧吉松家住宅が好きで、何度も
利用しています。今回もモミジ
を眺めながら、すてきな雰囲気
の中で演奏することができ、と
てもうれしいです。やはり地元
の皆さまのあたたかい声援が力
になります。これからも音楽で
地元を元気にしていきたいです。

そば打ち大変

おじいちゃんの家が市木にある
ので父と一緒に参加しました。
発泡スチロールやプラスチック
容器など海から流れてきたごみ
がたくさん落ちていました。毎
年夏は市木浜で遊ぶのできれい
にできてよかったです。ごみを
捨てないよう心がけたいです。

浜をきれいに

おばあちゃんと妹といっしょに
来ました。クリスマスツリー
やてっぽうなどを作りました。
テープをはるところがむずかし
かったけど、上手にできました。
持って帰っておうちに飾りたい
です。おともだちがたくさんい
て、とてもたのしかったです。 

妹といっしょ

毎回参加しています。普段から
カロリーと塩分の取り過ぎには
気をつけているので、料理教室
で作る料理は勉強になります。
今日は、初めてのそば打ち体験
で、そばをこねるのに力が必要 
で大変でした。それでも大変だ 
った分、おいしかったですね。

本城地区・港

内
うち

田
だ

 あかりちゃん（６歳）
　　 ちひろちゃん（３歳）

12月13日（土）、福島川親
水公園・桜づつみロードで、
河川の清掃があり、約200
名が参加しました。ふるさ
との水辺環境を守る会の皆
さんを中心に、ボランティ
アの方々が協力してごみを
拾い集めました。そして、
ごみ袋30枚ほどのごみを回
収することができました。

福島地区・寺里

長
お さ

田
だ

 重
し げ

樹
き

さん

福島小学校 ６年生

山
や ま

口
ぐ ち

 拓
た く

巳
み

くん

近畿大学 ３年生

藤
ふ じ

原
わ ら

 彩
あ

弓
ゆ み

さん

北方地区・屋治

谷
た に

口
ぐ ち

 さとみさん



くしま市民活動交流センター

パ　ナ　ッ　プ

●住　所＝串間市大字西方5500-2
●☎/FAX＝0987-27-3075
●開館日＝平日 午前９時～午後６時
●メール＝kushimageinin@kkd.biglobe.ne.jp
●Ｈ　Ｐ＝http://kushima-panerp.com/

みなさまの
市民活動を
支援します！

　  子育て支援情報

　
パ
ナ
ッ
プ
で
は
団
体
の
登
録
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
登
録
団
体
に
は
普

段
の
お
客
さ
ま
用
ス
ペ
ー
ス
を
会
議

室
や
作
業
室
と
し
て
無
料
で
利
用

（
８
名
ま
で
）
で
き
た
り
、
何
か
資

料
を
作
成
す
る
際
に
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
を
無
料
で
利
用
で
き
た
り
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
特
典
が
あ
り
ま
す
。

　
団
体
と
は
、
串
間
市
内
に
拠
点
を

置
く
団
体
（
市
民
活
動
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
）
で
す
。

ま
た
、
自
治
会
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
登
録
は
、
パ
ナ
ッ
プ
に
お
越
し
い

た
だ
く
ほ
か
、
電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
登
録

の
際
に
必
要
な
も
の
は
、
団
体
名
、

代
表
者
名
、
住
所
、
連
絡
先
で
す
。

団
体
の
皆
さ
ま
の
ご
登
録
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

パ
ナ
ッ
プ
を
も
っ
と
利
用
し
て
み
よ
う
！

平成27年度保育所入所申込を受け付けています。
入所受付は１月16日（金）までです。

入所施設について
　平成 27 年度から子ども子育て新制度が始まることにより
串間市では、保育所と幼保連携型認定こども園への入所が可
能となります。

入所できる条件について
　入所できる施設については、支給認定により異なるため【表
１】と【表２】をご確認ください。
　保育所は、２号認定もしくは３号認定を受けた児童が入所
できます。
　幼保連携型認定こども園は、１号から３号までいずれかの
認定を受けた児童が入所できます。

入所申込について
　入所は毎月１日付となります。入所申し込みは、次のとお
りです。
●４月入所申込受付＝１月16日（金）まで
●５月以降の入所申込受付＝入所希望月の前月20日まで
●受付場所
・１号認定＝幼保連携型認定こども園
・２号認定、３号認定＝福祉事務所こども政策係

提出書類について
　申込に必要な書類は、次のとおりです。１号認定の方は、認
定こども園に直接書類①を提出してください。２号認定、３号
認定の方は、書類①②③④⑤を福祉事務所こども政策係に提
出してください。⑥、⑦については該当者のみ提出となります。
すべての書類は福祉事務所こども政策係で配布しています。
①支給認定申請書
②保育所等利用申込書
③�就労（内定）証明書もしくは保育利用事由証明書
　�【表３】で、該当する書類を確認ください。保護者１人に
つき１枚提出してください。
④保育料納付誓約書
　�保育料に関する事項について確認していただき、署名、押
印をお願いします。
⑤保育所入所申込確認書
　�保育所入所に関する事項について確認していただき、押印
をお願いします。

�　以下は該当者のみ提出をお願いします。
⑥保育料を算定する書類
　�平成 26 年１月１日時点で住民登録が串間市外の場合は、
住民登録のあった市町村から『平成 26 年度市町村民税課
税証明書』を取得し、提出してください。
⑦第３子以降保育料軽減申請書
　�世帯員の 18 歳未満の養育をしているお子さん全員を記入
して提出してください。

入所決定について
　１号認定の方については、認定こども園が入園の内定を出
します。２号認定、３号認定の方については、市が入園の内
定を出します。
　提出書類の審査などを行った後、保育の必要性が高い児童
から、保育所等の定員などに応じて順次決定します。提出書
類の不備や提出書類の不足の場合は、入所審査対象外となり
ます。期限内に、書類をすべてそろえて提出してください。

◎�問い合わせ先
　福祉事務所こども政策係☎７２－０３３３（内線５０６、５０７）

認定区分 利用できる施設 対象となる
子ども

１号認定
（教育標準時間認定）

認定こども園
（幼稚園機能）

満３歳以上の
子ども

２号認定
（３歳以上
保育認定）

標準時間
（最長11時間）

保育所（園）
認定こども園

（保育園機能）

満３歳以上の子
どもで『保育の
必要な事由』に
該当する場合

短時間
（最長８時間）

３号認定
（３歳未満
保育認定）

標準時間
（最長11時間）

３歳未満の子ど
もで『保育の必
要な事由』に該

当する場合
短時間

（最長８時間）

保育の
必要な事由 保　護　者　の　状　況

① 就労 月60時間以上の労働に
常態的に従事している場合

② 妊娠・出産 母が出産前後である場合

③ 疾病・障がい 病気や心身に障がいがある場合

④ 介護等 親族（長期間入院等をしている親族を含む）
を常時介護または看護している場合

⑤ 災害復旧
火災、風水害、地震などの災害により

家屋に損壊等を受け
家庭で保育ができない場合

⑥ 求職活動 求職活動を行うもしくは継続的に
行っている場合

⑦ 就学 就学中の場合

⑧ 虐待やＤＶの
おそれ 虐待やＤＶのおそれがある場合

⑨ 育休取得中で
保育利用中

育児休業取得中に、
既に保育を利用している子どもがいて

継続利用が必要である場合
⑩ その他 上記に類する状態として

串間市が認める場合

保育の
必要な事由 必要書類 添付書類

１ 就労 就労（内定）証明書

２ 妊娠・出産

保育利用事由証明書

母子手帳（予定日もし
くは出産日の分かる

ページ）の写し

３ 疾病・障がい
診断書（疾病の場合）、
障害者手帳の写し（障

がいの場合）
４ 介護等 介護保険証の写し

５ 災害復旧

６ 求職活動

７ 就学 在学証明書

８ 育休取得中で
保育利用中 就労（内定）証明書

認定は、お子さんの年齢や保護者の就労状況等
により次の３つに区分されます。

２号または３号認定を受ける場合、父母ともに
下のいずれかに該当することが必要となります。

保育の必要な事由により必要書類が変わります。表３

表２

表１

こんなことが
できます！

　
く
し
ま
Ｔ
シ
ャ
ツ
展
「
く
し
ま
だ 

ョ
！
全
員
集
合
」
で
体
感
し
て
も

ら
っ
た
「
市
民
の
チ
カ
ラ
」
を
、
も 

っ
と
見
て
、
も
っ
と
聞
い
て
、
も
っ

と
感
じ
て
ほ
し
い
！
と
い
う
こ
と
で
、

今
年
も
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
交
流
会
は
市
民
団
体
・
企
業 

・
行
政
関
係
者
が
集
い
、
共
有
・
交

流
で
き
る
こ
と
で
毎
年
好
評
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
お
互
い
の
情
報
を
共
有
し
、
よ
り

よ
い
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
、
み
ん

な
で
串
間
を
発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り 

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
交
流
会

●�

日
時
＝
２
月
18
日（
水
）
午
後
６

時
半
～

●�

場
所
＝
旧
吉
松
家
住
宅　
大
広
間

●�

対
象
＝
市
民
活
動
団
体
、
企
業
、

行
政
関
係
者
な
ど

●�

参
加
費
＝
無
料

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
く
し
ま

市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
パ
ナ
ッ
プ

　
今
年
も
交
流
会

　
開
催
し
ま
す
！

　
団
体
登
録
募
集
！
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健康マメちしき
H e a l t h  　  　 K n o w l e d g e

Kazue Mori
著：串間市民病院 臨床検査技師
森　 和 枝

串
間
市
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
格
的
な
冬
の
到
来
を
迎
え

ま
し
た
が
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

新
年
早
々
、風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
う
と
、せ
っ

か
く
の
お
め
で
た
い
気
分
も
半
減
し
て
し
ま
い

ま
す
ね
。
さ
ら
に
、
た
だ
の
風
邪
で
は
な
く
、

こ
の
１
月
か
ら
２
月
に
流
行
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

猛
威
を
ふ
る
う
と
い
う
あ
の
怖
い
ウ
イ
ル
ス
…
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
し

ま
っ
た
ら
、
本
当
の
意
味
で
の
寝
正
月
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
こ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状

一
般
的
な
風
邪
症
状
と
い
え
ば
、
の
ど
の
痛

み
、
鼻
水
、
く
し
ゃ
み
、
咳
な
ど
の
呼
吸
器
症

状
で
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
す
る
と
１
日
～
３
日
ほ
ど
の
潜
伏
期
間
を
経

て
38
度
以
上
の
高
熱
、
関
節
の
痛
み
、
強
い
悪

寒
、
頭
痛
と
い
っ
た
全
身
の
症
状
が
突
然
現
れ

る
の
が
特
徴
で
す
。
免
疫
力
の
低
下
で
重
症
化

し
、
肺
炎
や
脳
炎
な
ど
の
重
い
合
併
症
を
引
き

起
こ
し
、
命
に
か
か
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

特
に
、
ご
高
齢
の
方
や
、
乳
幼
児
、
持
病
の
あ

る
方
は
注
意
が
必
要
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
経
路
は
、
飛ひ

沫ま
つ

感

染
と
接
触
感
染
で
す
。
積
極
的
に
感
染
経
路
を

断
つ
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
（
う
が
い
や

手
洗
い
、
湿
度
を
保
つ
、
流
行
時
人
ご
み
へ
の

外
出
は
避
け
る
な
ど
）。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
シ
ー
ズ
ン

前
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
に
く
く
な
り
、
も
し
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
て
し
ま
っ
て
も
、
比
較

的
軽
い
症
状
で
す
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
検
査
　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
風
邪
と
は
違
い
症
状

も
重
く
、
合
併
症
の
危
険
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
あ
る
か
ど
う
か
を
的
確
に

判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多

く
の
医
療
機
関
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
抗
原
を
検
出
す
る
迅
速
検
査
キ
ッ
ト
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
検
査
キ
ッ
ト
は
、
15

年
ほ
ど
前
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
治
療
薬
と
共
に

開
発
が
進
ん
だ
よ
う
で
、
そ
れ
ま
で
は
、
血
液

で
の
抗
体
検
査
を
行
い
、
結
果
が
で
る
ま
で
３

日
ほ
ど
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
こ
の

検
査
キ
ッ
ト
の
お
か
げ
で
、
15
分
程
度
で
結
果

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
検
査
方
法
も
と
て

も
簡
単
で
、
綿
棒
を
使
っ
て
鼻
や
の
ど
を
ぬ
ぐ

い
、
採
取
し
た
液
を
試
薬
と
反
応
さ
せ
て
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
い
る
か
ど
う
か
を
調

べ
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
検
査
の
タ
イ
ミ
ン
グ

発
症
初
期
に
病
院
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
検
査

を
し
て
陰
性
判
定
だ
っ
た
の
に
、
時
間
を
置
い

て
、
も
う
一
度
検
査
を
し
た
ら
陽
性
判
定
だ
っ

た
。
と
い
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ

は
、
発
症
し
て
す
ぐ
検
査
を
行
っ
た
た
め
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
数
が
少
な
く
、
検

査
キ
ッ
ト
で
は
判
定
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
原

因
で
す
。
検
査
キ
ッ
ト
で
正
確
な
結
果
を
得
る

た
め
に
は
、
発
症
か
ら
少
な
く
と
も
12
時
間
以

上
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
現
在
は
、
少
な

い
ウ
イ
ル
ス
量
で
も
感
知
で
き
る
検
査
キ
ッ
ト

も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
）。

ま
た
、
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
は
、
体
内
で

ウ
イ
ル
ス
が
爆
発
的
に
増
殖
す
る
前
の
服
用
で
、

効
果
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
検
査
の
正

確
性
を
重
視
す
る
あ
ま
り
発
症
か
ら
検
査
ま
で

時
間
を
あ
け
す
ぎ
る
の
も
い
け
ま
せ
ん
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が
疑
わ
れ
た
ら
、

病
院
で
医
師
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
、
一
般
的
な
風
邪
薬

で
は
効
果
は
期
待
で
き
な
い
う
え
、
合
併
症
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
、

検
査
結
果
が
陰
性
で
あ
っ
て
も
、
医
師
は
検
査

結
果
だ
け
で
な
く
、
患
者
さ
ん
の
生
活
環
境
な

ど
を
総
合
的
に
み
て
診
断
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
処
方
さ
れ
た
薬
を

指
示
さ
れ
た
期
間
き
ち
ん
と
服
用
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

完
治
ま
で
に
は
、
10
日
前
後
か
か
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
は
人
の
た
め
に
も
、
自

分
の
た
め
に
も
、
不
要
な
外
出
を
避
け
安
静
に

し
て
、
睡
眠
、
水
分
、
栄
養
を
十
分
に
と
り
ま

し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
お
話

15  Kushima City Public Relations, 2015.1, Japan 広報 　　　　  14

あ
な
た
の
一
票
で

未
来
が
変
わ
る
！

11
月
15
日
、
市
文
化
会
館
で
第
31
回
神
戸
雄
一

詩
碑
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
主
催
：
串
間
市
文
化

協
会
）。

今
年
は
小
・
中
・
高
校
よ
り
詩
１
３
２
篇
、
短

歌
１
０
１
首
、
俳
句
１
４
０
句
、
合
計
３
７
３
点

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
入
選
し
た
皆
さ
ん

と
特
選
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
詩
】
特
選
＝
村
中
な
つ
み
さ
ん
（
都
井
小
５
年
）
▽
優
秀
賞

＝
日
高
愛め

梅め

さ
ん
（
福
島
小
１
年
）、加
藤
美み

里さ
と

さ
ん
（
同
３
年
）、

渡
邉
む
す
び
さ
ん
（
市
木
小
２
年
）
▽
佳
作
＝
谷
端
花は
な

笑え

さ
ん

（
市
木
小
１
年
）、
中
山
優ゆ
う

花か

さ
ん
（
同
２
年
）、
坂
ノ
上
大だ
い

祐す
け

さ
ん
（
都
井
小
３
年
）、
脇
元
楓ふ
う

花か

さ
ん
（
福
島
小
６
年
）

【
短
歌
】
優
秀
賞
＝
濵
田
輝て
る

羽は

さ
ん
（
有
明
小
３
年
）、
江
藤
璃り

星せ

さ
ん
（
福
島
小
６
年
）
▽
佳
作
＝
曽
我
千ち

楽た
の
さ
ん
（
市
木
小
３
年
）、

古
川
駿し
ゅ
ん

さ
ん
（
福
島
小
４
年
）、
森
本
豊
さ
ん
（
大
束
中
２
年
）

【
俳
句
】
特
選
＝
立
本
翔し
ょ
う

大た

さ

ん
（
金
谷
小
３
年
）
▽
優
秀
賞

＝
江
藤
鉄
平
さ
ん
（
金
谷
小
２

年
）、
浅
野
聖
奈
さ
ん
（
同
４

年
）、
黒
木
咲さ

弥や

さ
ん
（
福
島
小

６
年
）
▽
佳
作
＝
久
保
田
珠じ
ゅ

利り

さ
ん
（
福
島
小
１
年
）、
轟
俊し
ゅ
ん

星せ
い

さ
ん
（
金
谷
小
２
年
）、
福
原
輝き

羅ら

さ
ん
（
同
２
年
）、
大
下
桃
華

さ
ん
（
市
木
小
５
年
）、
松
山
千ち

笑え
み

さ
ん
（
大
平
小
６
年
）、
宮
川

め
ぐ
み
さ
ん
（
大
束
中
３
年
）

神
戸
雄
一
詩
碑
祭
コ
ン
ク
ー
ル

くしまっこを紹介します

平
成
26
年
度（
第
66
回
）全
国
児
童
生
徒「
明

る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お

い
て
、大
束
小
学
校
６
年
の
井
手
快か
い

く
ん
が『
公

益
財
団
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
会
長
・
都
道
府

県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
会
長
賞
』
を
受
賞

し
ま
し
た
。
全
国
応
募
数
（
小
学
校
の
部
）
は

５
，
２
８
４
校
６
６
，
１
０
６
人
で
、
そ
の
う

ち
小
学
校
の
部
の
入
選
作
品
は
全
国
で
30
作
品

の
み
。

12
月
１
日
（
月
）
に
市
役
所
で
伝
達
式
が
行

わ
れ
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
や
教
育
長
な
ど
が

出
席
。
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
井
手
く
ん
は
「
受
賞
で
き
た
の
は
先
生
や

周
り
の
方
の
指
導
の
お

か
げ
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー

で
、
一
人
ひ
と
り
の
投

票
で
未
来
の
生
活
が
変

わ
っ
て
い
く
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
た
く
さ

ん
の
方
に
伝
え
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

【
詩
】
●
特
選

黒
板

都
井
小
学
校
５
年　

村
中
な
つ
み

わ
た
し
は
黒
板

教
室
に
い
る

い
つ
も
の
よ
う
に
先
生
が
か
く

赤
青
黄
白

い
ろ
ん
な
色
に
そ
ま
っ
て
い
く

あ
ぁ
く
す
ぐ
っ
た
い

休
み
時
間
に
み
ん
な
が
消
す

ど
ん
ど
ん
き
れ
い
に
な
っ
て
い
く

あ
ぁ
気
持
ち
い
い

み
ん
な
が
帰
る
と

一
人
ぼ
っ
ち

今
日
も
が
ん
ば
っ
た
か
ら

休
け
い
し
よ
う

よ
し
明
日
も
が
ん
ば
る
ぞ

【
俳
句
】
●
特
選

子
ど
も
の
日　

　

家
族
の
中
で　

主
役
だ
ぞ

金
谷
小
学
校
３
年　

立
本
翔
大
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！
今
年
も
た
く
さ
ん
皆
さ

ん
と
交
流
を
し
た
い
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

 

さ
て
、
今
月
も
ア
メ
リ
カ
と
日

本
の
違
い
に
つ
い
て
、
少
し
お
話
し

ま
す
。
私
は
２
０
１
０
年
に
最
初
に

日
本
に
来
た
と
き
に
、
人
生
で
初
め

て「
外
国
人
」
と
な
り
、
不
思
議
な

感
じ
で
し
た
。
同
時
に
怖
い
な
が
ら

も
楽
し
み
で
わ
く
わ
く
で
し
た
。
来

た
こ
ろ
か
ら
周
り
の
日
本
人
か
ら
興

味
を
持
た
れ
た
り
、
ち
や
ほ
や
さ

れ
た
り
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
し

か
し
、
こ
れ
は
日
本
だ
け
で
経
験
で

き
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
？　

私
の
国

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
場
合
は
も
と
も

と
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
だ
っ
た
の
で

す
が
、
植
民
地
時
代
で
も
民
族
の
多

様
性
は
か
な
り
あ
り
ま
し
た
。
イ
ギ

リ
ス
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
フ
リ
カ
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
の
人
も
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
時
か
ら

現
代
に
至
る
ま
で
世
界
の
各
国
か
ら

◆◇◆　その他の新刊　◆◇◆

年
金

受章おめでとう
ございます

新
成
人
の
み
な
さ
ん
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

◎
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

公
的
年
金
制
度
は
、
現
役
世
代
が
納
め

る
保
険
料
で
高
齢
者
の
方
の
年
金
を
負
担

す
る
と
い
う「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」

が
基
本
で
す
。
国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金

に
加
入
し
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

　危険性の高い業務に就き、長年にわたって社会に
貢献された方に贈られる「危険業務従事者叙勲」を
串間市から２名の方が受章されました。

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
国
民
年
金（
基
礎
年
金
）３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
老
後
を
支
え
ま
す
（
老
齢
基
礎
年
金
）

②�

病
気
や
け
が
で
障
が
い
の
状
態
に
な
っ

た
と
き
に
支
え
ま
す（
障
害
基
礎
年
金
）

③�

加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
子
の
あ

る
配
偶
者
、
子
を
支
え
ま
す
（
遺
族
基

礎
年
金
）

◎�

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」

　

収
入
等
が
な
く
保
険
料
の
支
払
が
困

難
な
場
合
は
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

（
学
生
の
み
）、「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度｣

（
30
歳
未
満
）
な
ど
の
保
険
料
納
付
猶
予

制
度
が
あ
り
ま
す
。

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が

送
付
さ
れ
ま
す
！

　

平
成
26
年
中
に
厚
生
年
金
保
険
、
国
民

年
金
等
の
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由

と
す
る
年
金
を
受
け
と
ら
れ
た
方
に
、『
平

成
26
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
』

が
日
本
年
金
機
構
よ
り
１
月
下
旬
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
。
所
得
税
の
確
定
申
告
等
の

添
付
書
類
と
し
て
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
万
一

紛
失
さ
れ
た
場
合
や
未
着
の
お
問
い
合
わ

せ
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
５
７
０

－

05

－

１
１
６
５
）」
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※�

た
だ
し
、
障
害
年
金
、
寡
婦
年
金
、
遺

族
年
金
は
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
た
め
（
非
課
税
）
源
泉
徴
収

票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

●�

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
課
市
民
係

　

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６

　

都
城
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
８
６

－

23

－

２
５
７
１

第23回危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章（防衛功労）

岡
お か

山
や ま

 武
た け

志
し

さん（元１等海尉）
　昭和47年 3月に海上自衛隊に入隊以来、35
年間の長きにわたり、主に船舶のエンジン整備
業務に従事され、機関長としてテロ対策や災害
派遣など国民の安全と国土の保全・防衛のため
ご尽力されました。

第23回危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章（防衛功労）

森
も り

田
た

 　毅
たけし

さん（元准空尉）
　昭和41年６月に航空自衛隊に入隊以来、34年
間の長きにわたり、主に通信電子隊で無線・レー
ダー整備関係業務に従事され、常におう盛な責
任感をもって積極的に職務を遂行されました。

常に国防の最前線で勤務、精励し
た結果がこのような形で受章につ
ながったのだと思います。これも
ひとえに上司、同僚、近隣の皆さ
ま、同級生のおかげであり、感謝
いたしたいと思います。

この章を受章できたのは、良き先
輩や同僚に恵まれ、ご支援・ご指
導していただいた皆さまのおかげ
です。また、34 年間支えてくれた
家族にも感謝しております。今後も
精進を重ねていきたいと思います。

移
民
が
大
量
に
来
た
の
で
、
ア
メ
リ

カ
に
は
数
々
の
人
種
や
文
化
が
混
ざ

り
合
っ
て
共
存
し
て
い
ま
す
。
少
し

田
舎
の
と
こ
ろ
で
外
国
人
を
見
か
け

て
も
そ
ん
な
に
珍
し
く
な
い
し
、
多

く
の
場
合
は
外
国
人
で
は
な
く
て
実

は
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
な

の
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の

人
口
の
９
割
以
上
が
日
本
人
で
、
外

国
人
が
少
し
都
会
の
と
こ
ろ
に
行
っ

て
も
不
思
議
に
思
わ
れ
る
こ
と
は
少

な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
わ

け
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
ど
の
国
で
も

環
境
に
よ
っ
て
同
じ
現
象
は
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
私
が
ア
メ
リ
カ
で

大
学
に
通
っ
て
い
た
こ
ろ
で
も
、
外

国
人
と
触
れ
合
う
の
が
大
好
き
な
人

が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

 

も
ち
ろ
ん
ど
の
国
も
外
国
人
と
の 

良
い
接
し
方
が
わ
か
ら
な
い
人
は
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
外
国
人
が
比
較

的
少
な
い
日
本
に
は
特
に
た
く
さ
ん

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の

で
国
際
交
流
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
英
会
話
教
室
で
も
、
図
書
館
で

も
、
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
ぜ
ひ
交
流
し

ま
し
ょ
う
。

留学のときの私

目を見張るような
eye-opening

日本に来るのが目を見張るような経験でした。
Coming to Japan was eye-opening.

祝
[Congratulations]
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今
月
の
テ
ー
マ
展
示

しょっぱい夕陽（神田 茜）
注文の多い美術館（門井 慶喜）
中尉（古処 誠二）
暗黒寓話集（島田 雅彦）
ニルヤの島（柴田 勝家）
ＴＡＴＳＵＭＡＫＩ（曽根 圭介）
通り魔（岳本 野ばら）
誤断（堂場 瞬一）
探偵少女アリサの事件簿（東川 篤哉）

花野に眠る（森谷 明子）
逢魔（唯川 恵）
夜の木の下で（湯本 香樹実）
赤穂バイパス線の死角（西村 京太郎）
マル暴甘糟（今野 敏）
晩鐘（佐藤 愛子）
ルール（堂場 瞬一）
図書館奇譚（村上 春樹）
汝（きみ）薫るが如し（門田 泰明）

図書館に来まし
た

おせち料理、たこあげ、七草がゆ…。
日本のお正月は全てに「開運の願い」
がこもっています。縁起の良いことが
満載の、読んでいっしょにやってみた
くなる絵本。

維新以降、清水で地元の名士となった
次郎長。養女となったけんが大人にな
る前に出会った西洋医との関係が深ま
るにつれて、やがて…。著者自らのルー
ツをさかのぼる、町の物語、恋の物語。

『日本経済新聞』連載を単行本化。

毎月テーマを決めて医療コーナーで紹
介をしていますが、今回は『今月のテー
マ』としてさまざまな病気についての
図書を紹介します。闘病記もあわせて
展示しますのでぜひ手に取ってご覧く
ださい。

「
医
療
特
集
」

「
波
止
場
浪
漫
　
上
・
下
」

　
諸
田
　
玲
子
／
著

「
開
運
え
ほ
ん
」

　
か
ん
べ
　
あ
や
こ
／
作

図書委員として図書の貸し出しチェックや本

をきれいにしたりしています。楽しくがんばっ

ています。

秋山小図書委員のみなさん

山下 智
とも

子
こ

さん（５年生）

山下 隼
しゅん

佑
すけ

くん（６年生）

小野 愛
まな

美
み

さん（５年生）



お
知

ら

市役所の代表電話

☎0987-
72-1111

INF
ORMATION

せ

１
回
も
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
と

い
う
方
で
も
大
歓
迎
で
す
！
ご
家

族
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

●�

日
時
＝
２
月
６
日
（
金
）
午
前

９
時
半
～
午
後
１
時

●�

場
所
＝
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ�

ー
２
階

●�

参
加
費
＝
無
料

●�

申
込
締
切
＝
１
月
30
日
（
金
）

で
す
が
、
定
員
（
15
名
）
に
な

り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
医
療

介
護
課
健
康
増
進
係
☎
72

－

０�

３
３
３

夜
間
簿
記
科
３
級
コ
ー
ス 

受
講
生
募
集

　

簿
記
の
基
礎
を
学
習
し
、
経
営

管
理
能
力
を
身
に
つ
け
技
能
を
高

め
る
と
共
に
日
商
簿
記
３
級
の
受

験
を
目
指
し
ま
す
。

●�

日
時
＝
２
月
23
日
（
月
）
～
６

月
８
日
（
月
）
毎
週
月
・
木
曜�

日
30
日
間
（
祝
日
は
除
く
）、

午
後
７
時
半
～
９
時
半

●�

会
場
＝
日
南
高
等
職
業
訓
練
校

簿
記
室

●�

費
用
＝
受
講
料
４ 

０
，
０
０
０

円
（
税
込
み
・
教
材
費
込
み
）

※�

入
校
時
納
入

●�

申
込
締
切
＝
２
月
16
日
（
月
）

●�

募
集
人
員
＝
５
名
以
上
で
開
講

●�

そ
の
他
＝
講
座
終
了
後
、
日
商

簿
記
３
級
の
検
定
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
検
定
料
は
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南

高
等
職
業
訓
練
校
☎
22

－

２ 

６�

３ 

３

平
成
26
年
度 

自
衛
官
追
加
募
集

●�

募
集
種
目
＝
陸
海
空
自
衛
官
候

補
生

●�

受
付
締
切
＝
１
月
30
日
（
金
）

●�

試
験
日
＝
２
月
上
旬

●�

試
験
会
場
＝
都
城
駐
屯
地
お
よ

び
新
田
原
基
地

●�

受
験
資
格
＝
18
歳
以
上
～
26
歳

未
満
の
男
子

●�

試
験
種
目
＝
筆
記
試
験
（
国
・

数
・
社
）
択
一
式
・
作
文
・
面

接
・
身
体
検
査

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
自
衛
隊
日
南

地
域
事
務
所
☎
23

－

１
３
６
０

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

●�

出
願
期
間
＝
３
月
20
日
（
金
）

ま
で

　

放
送
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●�

資
料
請
求
（
無
料
）・
問
い
合

わ
せ
先
＝
放
送
大
学
宮
崎
学
習

セ
ン
タ
ー
☎
０
９
８
２

－

53

－

１
８
９
３

小
型
船
舶
操
縦
免
許
証 

（
更
新
・
失
効
）
講
習
会

●�

日
時
＝
１
月
17
日
（
土
）

※�

午
後
２
時
～（
１
時
半
～
受
付
）

●�

場
所
＝
串
間
市
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ

ン
タ
ー
研
修
室

●�

対
象
＝
有
効
期
限
が
１
年
２
カ

月
以
内
に
切
れ
る
免
許
証
お
よ

び
失
効
し
た
免
許
証

※�

更
新
＝
有
効
期
限
が
平
成
27
年

１
月
19
日
～
平
成
28
年
３
月
19

日
の
免
許
証

※�

失
効
＝
有
効
期
限
が
平
成
27
年

１
月
18
日
以
前
の
免
許
証

●�

持
参
す
る
も
の
＝
操
縦
免
許
証
、

認
印
、
料
金

※�

た
だ
し
、
下
記
に
該
当
す
る
方

は
住
民
票
（
本
籍
記
載
）
が
必

要
で
す
。

①�

住
所
記
載
の
な
い「
海
技
免
状
」

を
お
持
ち
の
方

②�

住
所
記
載
の
あ
る
「
操
縦
免
許

証
」
を
お
持
ち
の
方
で
、
記
載

事
項
に
変
更
の
あ
る
場
合
（
合

併
に
よ
る
市
町
村
名
変
更
の
場

合
は
不
要
）

◎
料
金
（
送
料
、
写
真
代
含
む
）

・
更
新
講
習
＝
９
，
０
０
０
円

・
失
効
講
習
＝
１ 

５
，
０
０
０
円

◎�

そ
の
他
＝
で
き
る
だ
け
事
前
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
視
力
検

査
、
写
真
撮
影
も
当
日
実
施
し

ま
す
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
入
枝�

海
事
事
務
所
☎
０
９
９

－

２
８�

１

－

７
７
５
３

み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
無
料
）

　

み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
就
労
・
就

学
な
ど
の
職
業
的
自
立
を
目
指
す

15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
方
と
そ
の

ご
家
族
を
対
象
に
個
別
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
形
成
し
、
応
募
書
類
作
成

や
面
接
試
験
対
策
な
ど
の
支
援
を

無
料
で
行
い
ま
す
。

●�

日
時
＝
月
～
金
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
10
時

～
午
後
５
時

●�

場
所
＝
都
城
市
東
町
４

－

30

※�

日
南
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
出
張

相
談
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
み
や
ざ
き
県�

南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン�

☎
０
９
８
６

－

36

－

６
５
１
０

無
料
・
日
曜
相
談
所
開
設 

（
遺
言
な
ど
の
法
律
相
談
）

　

左
記
の
と
お
り
、
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
２
月
１
日
（
日
）

※�

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●�

場
所
＝
日
南
公
証
役
場

●�

内
容
＝
遺
言
、
相
続
、
高
齢
者

な
ど
の
財
産
管
理
、
不
動
産
な

ど
の
賃
貸
借
契
約
、
会
社
の
定

款
、
離
婚
時
の
契
約
な
ど

●�

そ
の
他
＝
予
約
制
の
た
め
平
日

に
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要

※�

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
公
証
役

場
☎
23

－

５
４
３
０

①
行
政
相
談
＝
１
月
19
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

市
役
所
１
階
Ｂ
会
議
室

②
法
律
相
談
＝
１
月
19
日
（
月
）

　

�

午
後
１
時
～
３
時
（
要
予
約
）

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

問
い
合
わ
せ
先

①
市
民
生
活
課
生
活
係

　

☎
内
線
２
５
５

②
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
72

－

６
９
４
３

平
成
27
年 

串
間
市
消
防
出
初
式

●�

日
時
＝
１
月
５
日
（
月
）
午
前

８
時
半
～

●�

場
所
＝
蔵
元
橋
下
流
河
川
敷

※�

雨
天
時
＝
串
間
市
勤
労
者
体
育

施
設
（
串
間
市
総
合
運
動
公
園

内
）

　

消
防
出
初
式
の
消
防
団
員
召
集

の
た
め
、
午
前
６
時
半
に
サ
イ
レ

ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。
吹
鳴
方
法
は
、

15
秒
間
吹
鳴
し
６
秒
間
休
み
、
こ

れ
を
５
回
繰
り
返
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
多
数
の
ご
観

覧
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
消
防

本
部
☎
72

－

０
２
９
７

凧た
こ
揚
げ
は 

電
線
の
な
い
と
こ
ろ
で

　

凧た
こ

揚
げ
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

凧た
こ

が
電
線
に
触
れ
た
り
、
絡
ま
っ

た
り
し
て
感
電
す
る
危
険
が
あ
り

ま
す
。
電
線
付
近
で
の
凧た
こ

揚
げ
は

絶
対
行
わ
な
い
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
万
一
凧た
こ

が
電
線
に
か

か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で
取
ろ
う

と
せ
ず
、
九
州
電
力
ま
で
ご
連
絡

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。

●�
問
い
合
わ
せ
先
＝
九
州
電
力
株�

式
会
社
日
南
営
業
所
☎
０
１
２�

０

－

９
８
６

－

７
０
６

胃
・
大
腸
が
ん
検
診 

特
定
健
診（
ま
と
め
て
健
診
）

　

今
年
度
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

受
け
そ
び
れ
た
あ
な
た
！
ご
予
約

を
お
早
め
に
！

●�

対
象

　

�

▽
胃
・
大
腸
が
ん
検
診
＝
40
歳

以
上
の
市
民
▽
特
定
健
診
＝
40

～
74
歳
の
国
保
の
方

●�

場
所
＝
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

●�

日
程
＝
１
月
25
日
（
日
）
▽
胃
・

大
腸
が
ん
検
診
＝
午
前
８
時
～

11
時
半
▽
特
定
健
診
＝
午
前
９

時
～
11
時
半

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
医
療

介
護
課
健
康
増
進
係
☎
72

－

０�

３
３
３

宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

２
０
１
５
参
加
者
募
集

●�

日
時
＝
５
月
17
日
（
日
）

※�

ゴ
ル
フ
競
技
は
18
日
（
月
）

●�

会
場
＝
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
宮
崎
県
総
合
運
動

公
園
ほ
か

●�

参
加
料
＝
５
０
０
円
（
参
加
決

定
後
、
郵
便
局
で
振
り
込
む
）

●�

申
込
方
法
＝
参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
福
祉
事

務
所
社
会
福
祉
係
に
提
出

※�

申
込
用
紙
、
競
技
実
施
要
項
は

同
係
ま
た
は
宮
崎
県
社
会
福
祉

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

手
可

●�

申
込
期
限
＝
２
月
２
日
（
月
）

～
２
月
27
日
（
金
）

※�

２
月
28
日
（
土
）
消
印
有
効

●�

参
加
資
格
＝
60
歳
以
上
（
昭
和

31
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
）

●�

実
施
競
技
＝
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓

球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
バ

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、ミ
ニ
テ
ニ
ス
、弓
道
、剣
道
、

な
ぎ
な
た
、
武
術
太
極
拳
、
四

半
的
弓
道
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ゴ

ル
フ
、
サ
ッ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
、
水
泳
、
卓
球
バ
レ
ー
、
囲

碁
、
将
棋

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
長
寿
社
会
推�

進
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
８
５

－

31

－

９
６
３
０
、
市
福
祉
事
務
所

社
会
福
祉
係
☎
72

－

０
３
３
３

（
内
線
５
８
１
）

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク 

新
規
登
録
者
募
集

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
と
は
？

　

多
彩
な
特
技
を
お
持
ち
の
人
や

学
習
の
成
果
を
生
か
す
場
を
求
め

て
い
る
人
々
を
市
民
の
財
産
と
し

て
登
録
し
、
何
か
を
学
び
た
い
、

誰
か
に
教
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
々
に
情
報
を
提
供
す
る
事
業

で
す
。

登
録
に
つ
い
て

　
「
○
○
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
」

「
○
○
が
得
意
」「
○
○
の
経
験
が

豊
富
」
な
ど
、
皆
さ
ん
の
持
つ
知

識
や
経
験
を
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

①�

登
録
手
続
き
に
つ
い
て

　

「
登
録
申
込
書
」
に
記
入
し
、

生
涯
学
習
課
へ
直
接
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
登
録
申
込
書
は
串
間
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
す
る

か
、
各
地
区
公
民
館
に
備
え
て
お

り
ま
す
。

②�

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

　

人
材
情
報
は
「
人
材
バ
ン
ク
リ

ス
ト
」
の
一
覧
表
と
し
て
公
開
さ

れ
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

住
所
や
電
話
番
号
な
ど
の
連
絡
先

は
公
開
し
ま
せ
ん
（
氏
名
・
性
別
・

年
齢
に
つ
い
て
も
公
開
の
可
否
を

選
択
で
き
ま
す
）。

③
利
用
上
の
注
意
点

○�

政
治
・
宗
教
活
動
・
営
利
を
目

的
と
し
た
催
し
な
ど
に
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

○�

市
内
、
市
外
の
人
い
ず
れ
も
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

○�

学
習
活
動
の
日
時
・
場
所
、
材

料
費
や
謝
礼
な
ど
の
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
は
、
登
録
者
と

相
談
し
て
相
互
に
十
分
な
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
生
涯
学
習
課�

生
涯
学
習
係
☎
72

－

１
１
１
１

（
内
線
３
７
７
）

Ｋ
ｕ
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ｅ
ｎ＇
ｓ
キ
ッ
チ
ン 

男
性
料
理
教
室
参
加
者
募
集

　

第
５
回
の
テ
ー
マ
は
、『
自
分

の
お
つ
ま
み
は
自
分
で
作
る
！
』

簡
単
で
ヘ
ル
シ
ー
、
そ
し
て
お
い

し
い
お
か
ず
を
作
り
ま
す
。
料
理

は
初
め
て
と
い
う
方
で
も
、
ま
だ

無
料
相
談
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こ
の
ペ
ー
ジ
は
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
に
ふ
れ
あ
う
場
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読
者
の
ペ
ー
ジ

じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

●伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
●Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

　12月12日、大平小学校の５・６年生４名
が県南病院を訪れ、授業の一環として栽培
し、収穫した甘しょ約30㎏を寄贈しました。

　12月11日、福島高校で政治への関心を高
めようと衆議院選挙を対象に「福高模擬選
挙」が行われました。
　生徒会を中心に選挙管理委員会を組織し、
投票用紙、投票箱、立会人など実際に近い
形での投票が行われました。ほとんどの生
徒が参加し、政治への関心の高さがうかが
えました。

　12月12日、福島小学校で６年生を対象に
租税教室が行われました。
　租税教室は児童・生徒が税について関心
を深め、税の意義や役割を正しく認識して
もらおうと日南・串間租税教育推進協議会
が開催しています。
　児童たちは興味深く話を聞き、税につい
ての理解を深めている様子でした。

大
平
小
学
校
の
児
童
が

育
て
た
甘
し
ょ
を
寄
贈

福
島
高
校
の
生
徒
が

模
擬
選
挙
を
実
施

税
に
つ
い
て
の
授
業

租
税
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た

海
幸
山
幸
で
プ
チ
旅
行

●
山
内
ミ
ネ
さ
ん

　

10
月
に
さ
わ
や
か
学
級
の
移
動

研
修
で
宮
崎
に
行
き
ま
し
た
。
小

学
生
の
旅
行
み
た
い
に
う
れ
し
く

て
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
朝
早
く
バ

ス
で
南
郷
駅
ま
で
行
き
、
海
幸
山

幸
に
初
め
て
乗
車
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
ま
で
何
回
と
な
く

海
幸
山
幸
は
見
ま
し
た
が
、
チ
ャ

ン
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
宮

崎
に
用
事
で
行
く
と
き
は
新
聞
を

持
っ
て
外
の
景
色
を
見
る
こ
と
も

な
く
時
間
を
潰
し
て
い
ま
し
た
。

乗
車
す
る
と
ま
も
な
く
ガ
イ
ド
さ

ん
の
説
明
に
見
慣
れ
た
は
ず
の
日

南
海
岸
が
一
変
し
、
こ
ん
な
に
す

ば
ら
し
か
っ
た
か
と
目
を
み
は
り

ま
し
た
。
窓
が
広
々
し
て
視
野
が

広
く
、
車
内
も
外
壁
も
飫
肥
杉
が

使
っ
て
あ
り
、
温
か
い
感
じ
が
し

ま
し
た
。
宮
崎
駅
で
は
、
駅
長
さ

ん
が
串
間
出
身
の
方
で
、
ホ
ー
ム

で
ご
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
平
和
台
に
バ
ス
で
行
き
、

昼
食
を
木
陰
で
良
い
景
色
を
見
な

が
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
食
べ
ら

れ
る
ど
ん
ぐ
り
の
あ
る
の
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
昭
和
15
年
に
紀

元
二
千
六
百
年
事
業
と
し
て
で
き

た
八
紘
台
に
モ
ツ
コ
抱
え
に
参
加

し
た
の
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
し

ま
し
た
。
県
庁
で
は
串
間
出
身
の

井
口
さ
ん
の
ご
説
明
に
県
民
の
一

人
と
し
て
幸
せ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
指
導
員
の
皆
さ
ま
の

細
心
の
計
画
の
も
と
に
行
わ
れ
た

旅
行
な
の
で
ス
ム
ー
ズ
に
一
点
の

非
の
打
ち
ど
こ
ろ
の
な
い
有
意
義

な
一
日
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
い
く
つ
に
な
っ
て
も
旅
行
は
楽

し
い
も
の
で
す
よ
ね
。
す
て
き
な

列
車
で
す
ば
ら
し
い
景
色
を
見
な

が
ら
の
旅
行
は
最
高
の
思
い
出
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
ま
に
は
列
車
に
揺
ら
れ
な
が
ら

の
ん
び
り
旅
を
す
る
の
も
い
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

野
菜
の
ゆ
で
汁 

捨
て
な
い
で

●
い
ち
き
の
姉
さ
ん

　

台
所
の
洗
剤
を
切
ら
し
て
し
ま�

っ
た
。
仏
様
に
朝
ご
は
ん
を
あ
げ

に
行
く
途
中
、
茶
の
間
の
テ
レ
ビ

で
京
料
理
を
放
送
し
て
い
た
。
野

菜
で
も
な
ん
で
も
全
部
使
い
切
る

の
が
鉄
則
と
の
こ
と
。
野
菜
の
ゆ

で
汁
は
捨
て
な
い
で
食
器
を
洗
え

ば
キ
ュ
ッ
、
キ
ュ
ッ
、
ピ
カ
ピ
カ
。

野
菜
の
ア
ク
の
働
き
だ
そ
う
だ
。

　

幼
い
こ
ろ
、
母
が
ア
ク
ジ
ル
で

布
団
皮
を
洗
っ
て
い
た
こ
と
を
思

い
出
す
。
そ
う
な
ん
だ
。
待
ち
に

待
っ
た
秋
野
菜
が
早
く
採
っ
て
く

れ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
青
々
と

育
っ
て
く
れ
た
。
早
速
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
、
大
根
な
ど
ゆ
で
て
、
白

和
え
に
し
て
い
た
だ
く
。
教
え
ら

れ
た
と
お
り
そ
の
汁
で
油
汚
れ

の
食
器
な
ど
洗
っ
た
ら
な
ん
と
、

キ
ュ
ッ
、
キ
ュ
ッ
、
ピ
カ
ピ
カ
！

驚
き
と
感
動
で
胸
い
っ
ぱ
い
。
エ

コ
に
興
味
が
あ
る
人
は
試
し
て
は

い
か
が
？
ち
な
み
に
本
誌
に
載
っ

て
い
た
タ
ケ
ノ
コ
の
砂
糖
冷
凍
保

存
、
毎
年
重
宝
し
て
い
ま
す
。

　

野
菜
の
ゆ
で
汁
に
含
ま
れ
る

「
サ
ポ
ニ
ン
」が
洗
剤
と
同
じ
よ
う

な
働
き
を
す
る
そ
う
で
す
。
ゆ
で

汁
を
使
う
こ
と
は
、
水
道
代
の
節

約
に
も
な
り
、
家
庭
排
水
を
減
ら 

す
効
果
も
あ
り
ま
す
。
節
約
の
た

め
に
も
環
境
の
た
め
に
も
ち
ょ
っ

と
し
た
エ
コ
な
こ
と
を
心
が
け
た

い
で
す
ね
。

介
護
は
「
い
い
日
」

●
百
野
達
夫
さ
ん

　

去
る
11
月
11
日
は
、
介
護
の
日�

だ
っ
た
。「
い
い
日
、
い
い
日
、

毎
日
心
あ
っ
た
か
介
護
あ
り
が
と

う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
厚
労
省
が

平
成
20
年
に
制
定
し
た
。
い
い
日

の
語
呂
合
わ
せ
か
ら
こ
の
日
に

な
っ
た
と
い
う
。

　

各
地
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
介

護
事
業
所
で
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
た
が
、
一
人
ひ
と

り
が
介
護
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
日
で
あ
ろ
う
。

　

近
隣
に
住
む
高
齢
者
や
体
が
不

自
由
で
介
護
を
受
け
て
い
る
人
に

も
気
配
り
を
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

近
所
に
住
む
男
性
は
身
障
者
一

級
。
奥
さ
ん
が
介
護
を
さ
れ
て
お

ら
れ
る
が
大
変
難
儀
を
さ
れ
て
い

る
。
隣
近
所
の
よ
し
み
で
相
談
に

乗
っ
た
り
、
屋
敷
周
り
な
ど
片
付

け
加
勢
を
く
れ
て
い
る
。

　

厚
労
省
は
先
日
、
介
護
を
受
け

た
り
、
寝
た
き
り
に
な
っ
た
り
せ

ず
、
日
常
生
活
を
送
れ
る
期
間
を

示
す
「
健
康
寿
命
」
が
２
０
１
３

年
は
、男
性
71
歳
、女
性
74
歳
だ
っ

た
と
公
表
し
た
。

　

誰
で
も
介
護
が
必
要
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
健
康
寿
命
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
介
護
受

け
を
少
な
く
し
た
い
。

　
介
護
に
関
わ
っ
て
お
ら
れ
る
方

は
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
日
を
き
っ
か
け
に

多
く
の
人
に
介
護
の
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
っ
た
り
、
考
え
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
地
域
で
支

え
る
介
護
に
つ
い
て
考
え
て
い
た

だ
け
る
日
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

大
好
評
！
公
民
館
講
座

　10月から12月にかけて、公民館講座が開
催されました。「ワイン入門講座」や「ヨガ
教室」などさまざまな講座が開かれ、多く
の方々が参加しました。

　11月21日、串間保育園年長組の園児12名
が社会見学として、市役所を訪れ、市長と
の面会や議事堂内の見学を行いました。

串
間
保
育
園
の
園
児
が

社
会
見
学
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市民
憲章

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいかしましょう。
1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明るいまちをつくりましょう。
1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな住みよいまちをつくりましょう。
1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こどもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

ありがとう午年！ 
初日の出ライトトレッキング2015 

～歩き初めは都井岬で～
　本年は、多数の皆様方に都井岬ビジターセンターをご
利用いただきまして誠にありがとうございました。厚く
御礼申し上げます。
　2015年！元旦に御崎神社で初日の出を迎えるガイ
ドウォークを開催いたします。ソテツのジャングルを踏
破し、健やかな年の始まりを迎えませんか？
●�日時＝2015年１月１日（木）
　午前６時半～８時半（予定）
※受付は午前６時～
●�集合場所＝都井岬ビジターセンター
●�コース＝距離約4.5ｋｍ   高低差約136ｍ
●�参加料＝大人800円　/　小・中学生600円
※�入館料、野生馬保護

協力金込み
　当日参加も大歓迎！
　事前にご予約いただ
くと当日スムーズな受
付ができます。

◆今年はカニ鍋でホッカホカ!!◆ ～新年会プラン～
◆カニ会席　3，000円（税込）
【付出し・焼八寸・お造り・小鍋（カニ鍋）酢の物・揚げ物・ご飯 
(カニ釜飯)・吸物・香の物・水菓子】
◆カニ鍋　3,000円（税込）
【鍋（タラバガニ・白菜・白ネギ・水菜・榎木茸・豆腐・春雨ほか）・
お造り・ご飯(雑炊)・小鉢・香の物・水菓子】
※その他ご予算ご要望に応じて会席・鍋コースご準備いたします。

毎月開催！お風
2

呂
6

の日
●期日＝毎月２６日　　　●対象＝リフレ館入浴者
●料金＝入浴料半額（大人250円・小学生150円）
※ 他の割引券との併用はできません
毎週水曜日はレディースデー！
●期日＝毎週水曜日　　●対象＝リフレ館女性入浴者
●料金＝入浴料300円
※他の割引券との併用はできません

１月の休館日は２０日（火）～２２日（木）の３日間です。
※�公衆浴場法に基づく、配管設備の洗浄および点検のため、３日間の休館となります。

　

本
州
で
同
級
生
に
会
う
度
に
、
串

間
の
道
が
良
く
な
っ
た
か
ら
帰
っ
て

来
い
と
げ
き
を
飛
ば
さ
れ
、
故
郷
へ

の
思
い
が
盛
ん
に
膨
ら
ん
で
い
っ
た
。

な
か
な
か
踏
ん
切
り
が
付
か
ず
定
年

退
官
後
も
忙
し
か
っ
た
が
、
何
と
か

数
日
空
き
そ
う
な
の
で
50
年
振
り
の

墓
参
り
を
決
意
し
た
。

　

高
崎
市
か
ら
羽
田
空
港
直
通
バ
ス

に
乗
り
、
宮
崎
空
港
ま
で
乗
り
継
ぐ

と
夕
方
に
な
っ
た
。
翌
早
朝
地
図
を

頼
り
に
レ
ン
タ
カ
ー
で
南
下
し
、
旧

大
束
村
に
入
っ
た
。
50
年
振
り
に
右

手
に
見
え
た
龍
口
山
が
見
下
ろ
し
て

く
れ
て
お
帰
り
と
言
っ
て
く
れ
た
よ

う
な
錯
覚
に
感
動
し
た
。
よ
く
見
る

と
幼
い
頃
に
見
た
面
影
は
緑
に
包
ま

れ
て
威
風
堂
々
と
し
た
姿
だ
っ
た
が
、

今
は
樹
木
が
少
な
く
や
や
疲
れ
た
褐

色
の
山
が
お
互
い
老
け
た
な
と
言
っ

て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
新
町
に
入
る

手
前
の
橋
河
岸
で
は
中
学
生
時
代
の

夏
休
み
に
護
岸
工
事
で
築
地
石
を
運

ん
だ
記
憶
が
あ
り
あ
り
と
浮
か
ん
で

来
た
。
記
憶
に
あ
る
道
が
広
く
な
っ

た
の
で
小
山
を
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う

ほ
ど
で
二
度
間
違
っ
た
末
に
よ
う
や

く
大
束
・
白
坂
に
辿
り
着
き
、
小
山

と
白
坂
の
墓
参
り
を
済
ま
せ
た
。
白

坂
で
は
戦
時
中
に
満
州
で
亡
く
な
っ

た
亡
父
を
知
る
白
坂
入
口
近
く
に
住

む
お
年
寄
り
に
公
民
館
で
偶
然
に
出

会
っ
た
。
亡
父
は
私
が
生
ま
れ
る
４

カ
月
前
に
亡
く
な
っ
た
の
で
、
写
真

の
顔
も
面
影
も
知
ら
な
い
亡
父
の
一

遍
を
聞
く
こ
と
が
で
き
最
大
の
収
穫

で
あ
っ
た
。
ま
た
大
束
か
ら
の
帰
路

に
予
期
も
し
な
か
っ
た
方
々
に
会
い
、

歓
待
し
て
貰
っ
た
の
で
充
実
し
た
帰

省
と
な
っ
た
。

　

中
学
生
時
代
の
あ
る
時
、
福
島
高

校
近
く
の
本
屋
で
泣
き
な
が
ら
読
ん

で
い
る
と
何
で
泣
く
の
と
保
健
所
の

女
医
さ
ん
に
声
を
懸
け
ら
れ
た
。
自

分
の
境
遇
を
嘆
く
と
、
「
ど
ん
な
境

遇
で
あ
っ
て
も
い
つ
か
は
夢
を
か
な

え
る
機
会
が
来
る
よ
。
そ
れ
に
は
今

の
よ
う
に
多
読
と
長
編
を
読
み
続
け

て
心
を
鍛
え
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば

い
つ
か
は
研
究
で
き
る
よ
う
に
な
る

よ
」
と
励
ま
し
て
も
ら
っ
た
の
は
う

れ
し
か
っ
た
。
あ
の
先
生
は
ど
う
さ

れ
て
い
る
の
か
、
人
生
の
転
機
の
度

に
思
い
出
す
。
多
く
の
回
り
道
を
し

た
が
、
研
究
が
仕
事
に
な
っ
て
給
与

を
貰
え
る
人
生
を
送
れ
た
の
は
幸
せ

で
あ
り
、
今
も
あ
の
女
医
さ
ん
、
本

屋
、
景
色
は
鮮
や
か
に
眼
の
奥
に
焼

き
付
い
て
い
る
。

　

長
ら
く
描
い
て
き
た
故
郷
の
面
影

は
無
く
な
り
、
浦
島
太
郎
の
気
分
を

味
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
生
家
も
親
類

の
家
も
無
く
な
り
、
墓
石
群
で
最
も

大
き
か
っ
た
亡
父
の
墓
は
仏
舎
利
塔

の
中
に
入
っ
て
し
ま
い
名
刹
を
撫
で

る
感
触
も
味
わ
え
な
か
っ
た
。

　

道
路
は
確
か
に
格
段
に
良
く
な
っ

た
。
し
か
し
、
浦
島
の
よ
う
に
帰
還

し
て
働
き
た
い
環
境
が
整
っ
て
い
る

と
は
思
え
ず
、
や
は
り
寂
し
く
県
外

に
帰
る
し
か
な
い
の
か
と
思
っ
た
。

帰
路
中
の
車
窓
か
ら
後
ろ
に
過
ぎ
て

行
く
山
河
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
考

え
る
必
要
も
な
い
事
だ
が
伝
来
の
家

と
土
地
が
あ
り
住
め
る
人
々
が
最
も

幸
せ
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

　

お
前
は
市
外
で
築
い
た
場
所
で
逞

し
く
生
き
て
行
け
と
故
郷
山
河
が
励

ま
し
て
く
れ
た
よ
う
な
帰
省
一
日
だ

っ
た
。
思
い
直
し
て
み
れ
ば
、
故
郷

は
絶
望
の
淵
に
い
た
私
に
夢
を
与
え

て
く
れ
た
所
だ
と
感
謝
の
念
が
湧
き

出
し
て
来
て
ハ
ン
ド
ル
を
持
つ
手
が

軽
く
な
っ
た
。
県
外
か
ら
串
間
市
の

発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

●ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

●ご氏名

歳
●ペンネームまたはイニシャル ※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888
串間市役所総合政策課
情報政策係　行

（No.974/2015. １）

●�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記

事、掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなた

の身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

おたよりお待ちしています！

●市の木/そてつ●市の花/かんな
●市の鳥/めじろ●市の花木/山桜
●人口  19,158人（前月比 -44人）
　男  8,883人　女  10,275人
　世帯数 8,281世帯（平成26年12月1日現在）

＊平成22年度国勢調査からの推計人口です。

〒888-0008 宮崎県串間市本城987
営業時間：午前10時〜午後10時　
休館日：�１月の休館日は
　　　 20日（火）～22日（木）です

TEL 0987-75-2000指定管理者：串間市青果地方卸売市場

　12月10日、大束地区多目的広場で大平小・大束小・大束中３校合同
の持久走大会が行われました。この日は参観日ということもあり、保
護者も大勢駆けつけ、児童・生
徒たちの頑張りに大きな声援が
送られました。同大会は、１
km男子・女子の部、1.5km男
子・女子の部、２km男子・女
子の部、３km男子の部が行わ
れました。参加した児童・生徒
たちは寒さに負けず最後まで全
力を尽くして走りきりました。

大平小・大束小・大束中
３校合同持久走大会

中学生も元気にスタート

〒888-0221 宮崎県串間市大字大納42-1
営業時間：午前９時〜午後５時　
休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は火曜日）

TEL 0987-76-1546

持久走大会。一生懸命走る児童の姿
になぜか胸が熱くなった。息が苦し
い。足も痛い。だけど、誰一人諦め
ようとせず、ゴールを目指していた。
目標があればどんなに苦しくても努
力できる。１年の計は元旦にあり。
さあスタートだ。よーい、どん！（ユ）

12月は学生時代の友人に久しぶりに
会う機会が多かった。どの友人から
も「太ったな」と言われ、分かって
はいたものの少しショックでした。
2015年はダイエットもがんばりつつ 
より多くの情報を皆さんにお届けし 
たい。誰か楽なやせ方教えて…（イ）

編
集
後
記

今月の表紙

随  

想

家内と宮崎市内の飲食店で

「
浦
島
が
見
た
ふ
る
さ
と
」

吉
國
　
忠
亜

よしくに ただつぐ（70歳）
群馬県高崎市在住。串間
市立大束中学校、鹿児島
県立岩川高校工業化学
科を卒業。化学者として
さまざまな研究開発を行
い、群馬大学名誉教授の
称号を授与されている。
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お
し
ろ
い
の 

鼻
す
ぢ
通
る 

園
児
ら
が

小
太
鼓
た
た
き 

踊
る
ま
つ
り
日

年
お
ん
な 

幾
た
び
か
過
ぎ 

新
た
な
り

今
日
の
吉よ

事ご
と

は 

わ
が
為
に
あ
り

親
睦
の 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の 

球
を
打
つ

若
気
に
な
り
て 

一
日
愉
し
む

丈
低
き 

秋
桜
の
香
の 

便
り
来
て

今
朝
も
足
向
く 
福
島
川
辺

山
裾
の 

清
き
流
れ
の 

波
打
ち
て

岸
を
は
な
れ
て 

は
っ
ぱ
舟
行
く

＊
短
歌
、
俳
句
の
投
稿
は

　
■
短
歌 

野
辺
俊
子
さ
ん（
☎
７
２

－３
３
０
０
）　
■
俳
句 

本
田
幾
男
さ
ん（
☎
７
２

－５
２
８
０
）

[

俳 

句]

あ
さ
ひ
俳
句
会
選

仲
　
町
　
矢
野
　
欽
子

上
町
一
　
又
木
　
順
子

越
ヶ
谷
　
白
石
　
方
子

上
町
三
　
川
崎
　
忠
康

春
　
日
　
水
元
　
栄
子

[

短 

歌]

串
間
短
歌
会
選

閂
の 

軋
め
る
音
や 

冬
に
入
る

騒
音
の 

中
の
静
寂
や 

石
蕗
明
り

ま
だ
元
気 

そ
の
証
し
よ
と 

歳
暮
来
る

病
妻
に 

聖
樹
映
ゆ
る
や 

過
疎
院
庭

大
空
を 

鳶
の
群
翔
ぶ 

舞
ひ
初
め
か

西
小
路
二
区
　
坂
本
不
二
子

飫
　
肥
　
山
脇
恵
乙
子

桂
　
原
　
淵
脇
　
桂
子

西
　
浜
　
河
野
ヨ
シ
子

一
般
投
稿 

ゆ
う
ゆ
う
の
森
　
竹
下
ハ
ツ
ミ

平成 27年はひつじ年
『介護老人保健施設 長寿の里』利用者手作りの干支飾り
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2015年

１
月

１
日

発
行

（
毎

月
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回
１

日
・

15日
発

行
）
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